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※事務局記入欄 

№ D-49 

【様式２】 

部門名： 
校内研修プログラム開発・実践部門 
 

エントリー名：  
盛岡市立上田中学校 

活動名： 
 学びに向かう力を育む授業 ～生徒が主役の授業をつくる～ 

解決すべき課題： ※活動を行う前に、課題や目標をどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。また、当機構主催研修

終了者は、研修から何を学んだかに触れつつ記載してください。 
 本校の生徒は、学力調査等から分析すると、全国平均より高い平均値であるが、質問紙等の結果から、自
己肯定感や物事に粘り強く取り組む態度が低い実態がわかってきた。授業の度に、自分たちで課題を解決する
経験を積み重ねることで、自己肯定感や自己有用感を醸成しながら、学びに向かう力を育成できると考えた。 

目標・方針：※課題を解決するためにどんなストーリーやシナリオを構想して、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 

 まず、自ら課題を解決していくための授業をつくるために、教師の授業の「設計力」と「構成力」を高めるための
校内研究会のあり方を見直す必要がある。また、生徒自らの力で課題を解決するためには、粘り強く取り組む
力も必要であるため、学校の教育課程を見直し、学校と地域、保護者を含めて生徒を育成する体制の構築
に取り組む必要がある。 
 本校では、３年に２回の頻度で学校公開を行っている。そのたびに多くの視点で頂いた意見も基にしながら、
自分たちの授業改善につなげていく。 

活動内容：※目標・方針に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 

 年間３回の研究週間を設け、教科と領域、特別支援の授業について重点的に授業の「設計力」と「構成
力」を向上させるための校内研究会を行い、校内研修を進めた（写真１）。2018年度は特別支援部会と
９教科を３つにわけた部会、2019年度は３領域（特別活動・道徳・総合）部会と特別支援部会に必ず
所属し、教員全員がいずれかの研究週間で授業をするようにした。 
 授業研究会について、授業の「設計力」と「構成力」の視点から授業改善を図ることができるよう、『授業マイ
スターシート』を開発した。 
 ①研究授業では、参観者が『授業マイスターシート』（資料１）を用い、授業中に客観的に評価をつける。 
 ②授業後に、授業の設計について検討する授業研究会をもつ。 
 ③数日後、授業の構成について、『授業マイスターシート』を持ち寄り、授業記録（動画）を見ながら、全員
で評価を共有する。 

 ④撮影した動画は、指導案等資料とともに、DVD ライブラリとして保存する（写真２）。 

活動の成果： ※課題設定に対して、どんな影響、変化あったか、参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

 研究週間においては、各グループや領域で授業を参観し合うことで、客観的に評価ことや授業の見方をスキ
ルアップすることができた。また、全体研究会や学校公開を通して、「生徒が主役の授業」の共通認識が図られ
たことと、助言や意見をいただき、蓄積することができた。 
 『授業マイスターシート』を用いた授業研究会を進めることで、授業力を高める視点を確認することができ、授
業者の授業改善が進んだ。 
 これら授業改善を進めていくうちに、生徒が自分で課題を設定し、粘り強く課題に取り組む姿勢が見られるよ
うになった。その結果、生徒の自己肯定感や物事に粘り強く取り組む態度に関わる質問項目において、改善が
見られた（資料２）。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

・教師全員が研究授業を行う研究週間の設定 
・全体研究会や学校公開による、共通認識や助言等の蓄積 
・『授業マイスターシート』を用いた授業研究会と授業改善 

＜写真、図表添付欄＞ 

 

 
 

資料２ 自己肯定感や物事に粘り強く取り組む態度に関する調査結果の推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 授業マイスターシート 写真１ 全体研究会 

写真２ 授業マイスターライブラリ 


